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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着脱自在なＩＣカードが装着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づ
き、環境設定を行って発着信動作が可能とされる携帯通信端末であって、
　前記ＩＣカードに記録された固有情報に対応付けて認証用情報及び通信に関連する個別
管理情報を記憶する記憶手段と、
　装着された前記ＩＣカードが、前記記憶手段に前記固有情報が予め登録されているＩＣ
カードであるかどうか判定する第１の判定手段と、
　前記第１の判定手段により登録されていないＩＣカードであると判定されたときには、
予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信動作を制限する制限モードに設定す
ると共に、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発信する第１の設定手段と、
　前記第１の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定されたときには、前
記携帯通信端末管理者へ成功通知を発信する成功通知手段と、
　前記第１の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定されたときには、そ
のＩＣカードの前記固有情報に対応付けて前記個別管理情報が、前記記憶手段に登録され
ているかどうか判定する第２の判定手段と、
　前記第２の判定手段により前記個別管理情報が登録されていないと判定されたときには
、前記記憶手段に記憶されている前記個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての
機能を自由に使用することが可能な一般モードに設定する第２の設定手段と、
　前記第２の判定手段により前記個別管理情報が登録されていると判定されたときには、



(2) JP 4165452 B2 2008.10.15

10

20

30

40

50

該個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユーザ別モードに設定する第３の設定手
段と
　を有することを特徴とする携帯通信端末。
【請求項２】
　前記第１の判定手段により登録されていないＩＣカードであると判定されたときには、
携帯通信端末管理者へ失敗通知を発信する第１の発信手段と、該失敗通知を受信した該携
帯通信端末管理者が遠隔操作により予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信
動作を制限する制限モードに設定する第１の遠隔操作手段とを、前記第１の設定手段に替
えて設けると共に、前記第１の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定さ
れ、かつ、前記第２の判定手段により前記個別管理情報が登録されていないと判定された
ときには、前記成功通知を受信した前記携帯通信端末管理者が遠隔操作により前記一般モ
ードに設定する第２の遠隔操作手段を、前記第２の設定手段に替えて設け、前記第１の判
定手段により登録されているＩＣカードであると判定され、かつ、前記第２の判定手段に
より前記個別管理情報が登録されていると判定されたときには、前記成功通知を受信した
前記携帯通信端末管理者が遠隔操作により前記ユーザ別モードに設定する第３の遠隔操作
手段を、前記第３の設定手段に替えて設けたことを特徴とする請求項１記載の携帯通信端
末。
【請求項３】
　着脱自在なＩＣカードが装着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づ
き、環境設定を行って発着信動作が可能とされる携帯通信端末であって、
　前記ＩＣカードに記録された固有情報に対応付けて認証用情報及び通信に関連する個別
管理情報を記憶する記憶手段と、
　装着された前記ＩＣカードが、前記記憶手段に前記固有情報が予め登録されているＩＣ
カードであるかどうか判定する第１の判定手段と、
　前記第１の判定手段により登録されていないＩＣカードであると判定されたときには、
予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信動作を制限する制限モードとする制
限モード設定手段と、
　前記制限モードにおいて装着された前記ＩＣカードの登録認証を行い、認証が成功した
ときは、該装着されたＩＣカードの固有情報を前記記憶手段に記憶する第１の認証手段と
、
　前記第１の認証手段により認証が失敗したときに、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発
信する失敗通知手段と、
　前記第１の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定されたとき、又は前
記第１の認証手段により認証が成功したときは、前記携帯通信端末管理者へ成功通知を発
信する成功通知手段と、
　前記第１の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定されたとき、又は前
記第１の認証手段により認証が成功したときは、前記記憶手段に記憶されている前記個別
管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由に使用することが可能な一般モ
ードに設定する一般モード設定手段と
　を有することを特徴とする携帯通信端末。
【請求項４】
　前記第１の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定されたとき、又は前
記第１の認証手段により認証が成功したときは、前記記憶手段に、認証が成功したＩＣカ
ードに記録された固有情報に対応付けて前記個別管理情報が記憶されているか否か判定し
、前記個別管理情報が記憶されていないと判定されたときには、前記一般モード設定手段
により前記一般モードに設定させる第２の判定手段と、前記第２の判定手段により、前記
装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けて前記個別管理情報が前記記憶手段に記憶さ
れていると判定されたときには、該個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユーザ
別モードに設定するユーザ別モード設定手段とを更に有することを特徴とする請求項３記
載の携帯通信端末。
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【請求項５】
　前記一般モード設定手段により設定された前記一般モードにおいて、前記装着されたＩ
Ｃカードの固有情報に対応付けた前記個別管理情報が前記記憶手段に記憶されているか否
かの認証を行い、認証が成功したときは前記ユーザ別モード設定手段によりユーザ別モー
ドに設定させる第２の認証手段を更に有することを特徴とする請求項４記載の携帯通信端
末。
【請求項６】
　着脱自在なＩＣカードが装着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づ
き、環境設定を行って発着信動作が可能とされると共に、前記固有情報に対応付けて認証
用情報及び通信に関連する個別管理情報が記憶手段に予め記憶されている携帯通信端末の
情報管理方法であって、
　装着された前記ＩＣカードの固有情報が、前記記憶手段に予め登録されているかどうか
判定する第１のステップと、
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていないと判定
されたときには、予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信動作を制限する制
限モードに設定すると共に、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発信する第２のステップと
、
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定さ
れたときには、前記携帯通信端末管理者へ成功通知を発信する第３のステップと、
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定さ
れたときには、そのＩＣカードの前記固有情報に対応付けて前記個別管理情報が、前記記
憶手段に登録されているかどうか判定する第４のステップと、
　前記第４のステップにより装着されたＩＣカードの前記個別管理情報が登録されていな
いと判定されたときには、前記記憶手段に記憶されている前記個別管理情報の閲覧・操作
機能を除く他のすべての機能を自由に使用することが可能な一般モードに設定する第５の
ステップと、
　前記第４のステップにより装着されたＩＣカードの前記個別管理情報が登録されている
と判定されたときには、該個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユーザ別モード
に設定する第６のステップと
　を含むことを特徴とする携帯通信端末の情報管理方法。
【請求項７】
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていないと判定
されたときには、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発信する第７のステップと、該失敗通
知を受信した該携帯通信端末管理者が遠隔操作により予め定められた所定の操作のみ可能
で、通常の発着信動作を制限する制限モードに設定する第８のステップとを、前記第２の
ステップに替えて設けると共に、前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有
情報が登録されていると判定され、かつ、前記第４のステップにより前記個別管理情報が
登録されていないと判定されたときには、前記成功通知を受信した前記携帯通信端末管理
者が遠隔操作により前記一般モードに設定する第９のステップを、前記第５のステップに
替えて設け、前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されてい
ると判定され、かつ、前記第４のステップにより前記個別管理情報が登録されていると判
定されたときには、前記成功通知を受信した前記携帯通信端末管理者が遠隔操作により前
記ユーザ別モードに設定する第１０のステップを、前記第６のステップに替えて設けたこ
とを特徴とする請求項６記載の携帯通信端末の情報管理方法。
【請求項８】
　着脱自在なＩＣカードが装着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づ
き、環境設定を行って発着信動作が可能とされると共に、前記固有情報に対応付けて認証
用情報及び通信に関連する個別管理情報が記憶手段に予め記憶されている携帯通信端末の
情報管理方法であって、
　装着された前記ＩＣカードの固有情報が、前記記憶手段に予め登録されているかどうか
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判定する第１のステップと、
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていないと判定
されたときには、予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信動作を制限する制
限モードに設定する第２のステップと、
　前記制限モードにおいて装着された前記ＩＣカードの登録認証を行い、認証が成功した
ときは、該装着されたＩＣカードの固有情報を前記記憶手段に記憶する第３のステップと
、
　前記第３のステップにより認証が失敗したときに、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発
信する第４のステップと、
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定さ
れたとき、又は前記第３のステップにより認証が成功したときは、前記携帯通信端末管理
者へ成功通知を発信する第５のステップと、
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定さ
れたとき、又は前記第３のステップにより認証が成功したときは、前記記憶手段に記憶さ
れている前記個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由に使用するこ
とが可能な一般モードに設定する第６のステップと
　を含むことを特徴とする携帯通信端末の情報管理方法。
【請求項９】
　前記第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定さ
れたとき、又は前記第３のステップにより認証が成功したときは、前記記憶手段に、認証
が成功したＩＣカードに記録された固有情報に対応付けて前記個別管理情報が記憶されて
いるか否か判定し、前記個別管理情報が記憶されていないと判定されたときには、前記第
６のステップにより前記一般モードに設定させる第７のステップと、前記第７のステップ
により、前記装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けて前記個別管理情報が前記記憶
手段に記憶されていると判定されたときには、該個別管理情報に応じた機能の動作を可能
とするユーザ別モードに設定する第８のステップとを更に含むことを特徴とする請求項８
記載の携帯通信端末の情報管理方法。
【請求項１０】
　前記一般モードにおいて、前記装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けた前記個別
管理情報が前記記憶手段に記憶されているか否かの認証を行い、認証が成功したときは前
記第８のステップによりユーザ別モードに設定させる第９のステップを更に含むことを特
徴とする請求項９記載の携帯通信端末の情報管理方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯通信端末及びその情報管理方法に係り、特に加入者識別モジュール(ＳＩ
Ｍ:Subscriber Identity Module）カードや次世代の加入者識別モジュール（ＵＳＩＭ:Un
iversal Subscriber Identity Module）カードなどの電話番号が登録されたＩＣカードを
装着することで発着信動作を行う携帯通信端末及びその携帯通信端末の情報管理方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機、ＰＨＳ(Personal Handy phone System）、ＰＤＡ（Personal Digital Ass
istants：個人向け携帯型情報通信機器）等の携帯端末装置で、通信機能を持ち、情報を
管理することが可能な携帯通信端末の中には、加入者の電話番号等の電話に関する情報を
、端末に対して着脱自在なＳＩＭカードあるいはＵＳＩＭカードに書き込んでおき、その
ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードを携帯通信端末に装着して初めて発着信可能な状態となり、相手
端末との通信が可能となる携帯通信端末が知られている。上記のＳＩＭカードは、ヨーロ
ッパで規格化されたＧＳＭ（Global System for Mobile communication）の携帯通信端末
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で着脱することが定められたＩＣカードであり、上記のＵＳＩＭカードは、第３世代携帯
電話の規格のＩＭＴ－２０００（International Mobile Telecommunication System 2000
）で着脱することが定められたＩＣカードである。
【０００３】
　このような携帯通信端末では、どのＳＩＭ／ＵＳＩＭカードが装着されても発着信可能
であるため、１人のユーザが１台の携帯通信端末と複数のＳＩＭ／ＵＳＩＭカードを所有
して、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードを差し替えることで１台の携帯通信端末をビジネス用とプ
ライベート用などの使い分けが可能となり、あるいは、複数のユーザが各々自分専用のＳ
ＩＭ／ＵＳＩＭカードを所有している場合は、携帯通信端末が１台しかなくても、自分専
用のＳＩＭ／ＵＳＩＭカードを携帯通信端末に装着することにより、通信可能となるので
、１台の携帯通信端末を複数のユーザが共用することが可能となり、利便性を向上できる
。
【０００４】
　しかしながら、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードが第三者の手に渡ると、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカー
ドを別の携帯通信端末に入れ替えて装着することで、別の携帯通信端末を使用した通信が
可能となってしまい、また、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードが廃棄されてしまうと、そのＳＩＭ
／ＵＳＩＭカードに記憶されていた情報が失われてしまう。また、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカー
ドの入れ替えにより、電話番号が変更されるので、本来の所有者が操作ロック用の制御信
号を送っても、携帯通信端末を操作ロックすることができない。
【０００５】
　そこで、ＳＩＭカードを携帯通信端末に装着したときに、携帯通信端末がＳＩＭカード
から識別コード番号と通報先電話番号とを入力し、識別コード番号がデータ入力手段から
のデータと比較されて一致と判定されると、ＳＩＭカードの内部情報が読み出され、不一
致と判定されると、ＳＩＭカードの通報先電話番号を選択して通報先端末に自動的に接続
し、ＳＩＭカードの内部情報をこの携帯通信端末で表示することなく通報先端末に送信し
てからＳＩＭカードの内部情報を削除するようにしたセキュティ方法が知られている（例
えば、特許文献１参照）。このセキュリティ方法によれば、ＳＩＭカードが盗難等により
第三者に使用されたときには、通報先端末に自動的にそのＳＩＭカードの内部情報が転送
されるため、内部情報を取得できると共に、そのＳＩＭカードが装着された携帯通信端末
は内部情報が表示されずに不正使用を防止できる。
【０００６】
　また、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードが携帯通信端末に装着された際に、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカ
ードからそのカードを識別するための特定の情報を読み出すカード情報読み出し手段と、
このカード情報読み出し手段によってＳＩＭ／ＵＳＩＭカードから読み出された上記の特
定の情報に基づいて当該カードの正当性を判断し、その判断結果に応じて発着信動作を含
む端末動作を制御する動作制御手段を具備した携帯通信端末も従来より知られている（例
えば、特許文献２参照）。この従来の携帯通信端末によれば、他人によるＳＩＭ／ＵＳＩ
Ｍカードの使用などで、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードの正当性が認められなかった場合には、
発着信動作を含む端末動作を禁止できる。
【０００７】
　更に、従来、ＩＣカードの差し替えで複数の電話機を使用する場合、ＩＣカードにカー
ド電話帳データの各電話番号毎の使用回数データ又は最新使用日データの少なくともいず
れか一方を記憶することにより、そのＩＣカードを介して一方のカード式電話機で使用し
た電話番号及び使用履歴を他方のカード式電話機でも使用できるようにした通信端末も知
られている（例えば特許文献３参照）。
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－２６４６３１号公報
【特許文献２】特開２００４－０６４６５７号公報
【特許文献３】特開２００４－０８８２３５号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかるに、上記のＳＩＭ／ＵＳＩＭカードが装着されることで発着信動作を行う携帯通
信端末では、電話帳データやメールのデータ等の個人情報は、依然として主に携帯通信端
末本体へ記録されるため、その携帯通信端末を他人に貸与する場合には、そのデータを消
去または秘匿する必要がある。
【００１０】
　また、その携帯通信端末を借用した側としても、返却する場合には自分が使用したデー
タを端末本体から消去するなどの作業をしなければならず、例えば身内や社用として貸し
借りを繰り返したい場合などに非常に手間がかかることになり、折角の利便性を損なって
しまっている。更に、ある程度大規模な組織で、そのような運用を行った場合に、今現在
、誰が使用しているかを確認することが困難である。
【００１１】
　前記特許文献１及び２記載の従来の携帯通信端末では、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードの不正
使用を防止するものであり、上記のように携帯通信端末を本来の使用者と第三者との間で
正規に貸し借りする場合には適用できない。更に、前記特許文献３記載のものは、ＩＣカ
ードに携帯電話で使用した電話番号及びその使用履歴に関するデータを記憶させることに
より、複数台のカード式電話機を共用できるようにしたものであり、１台の携帯通信端末
を複数のユーザ（加入者）が共用するものではない。
【００１２】
　本発明は以上の点に鑑みなされたもので、端末本体に記憶された個人情報を他人から簡
単に秘匿し得る携帯通信端末及びその情報管理方法を提供することを目的とする。
【００１３】
　また、本発明の他の目的は、その所在を容易に明らかにし得る携帯通信端末及びその情
報管理方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するため、第１の発明の携帯通信端末は、着脱自在なＩＣカードが装
着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づき、環境設定を行って発着信
動作が可能とされる携帯通信端末であって、ＩＣカードに記録された固有情報に対応付け
て認証用情報及び通信に関連する個別管理情報を記憶する記憶手段と、装着されたＩＣカ
ードが、記憶手段に固有情報が予め登録されているＩＣカードであるかどうか判定する第
１の判定手段と、第１の判定手段により登録されていないＩＣカードであると判定された
ときには、予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信動作を制限する制限モー
ドに設定すると共に、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発信する第１の設定手段と、第１
の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定されたときには、携帯通信端末
管理者へ成功通知を発信する成功通知手段と、第１の判定手段により登録されているＩＣ
カードであると判定されたときには、そのＩＣカードの固有情報に対応付けて個別管理情
報が、記憶手段に登録されているかどうか判定する第２の判定手段と、第２の判定手段に
より個別管理情報が登録されていないと判定されたときには、記憶手段に記憶されている
個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由に使用することが可能な一
般モードに設定する第２の設定手段と、第２の判定手段により個別管理情報が登録されて
いると判定されたときには、個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユーザ別モー
ドに設定する第３の設定手段とを有する構成としたものである。
【００１５】
　この発明では、ＩＣカードを入れ替えた時に、その携帯通信端末の管理者に対して失敗
通知又は成功通知を行うようにしたため、携帯通信端末の現在の使用者をＩＣカードの固
有情報に基づき携帯通信端末の管理者に把握させることができる。また、この発明では、
装着されたＩＣカードが、携帯通信端末内の記憶手段に、その固有情報に対応付けて個別
管理情報が記録されている場合に限り、個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユ



(7) JP 4165452 B2 2008.10.15

10

20

30

40

50

ーザ別モードに設定し、それ以外は個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機
能を自由に使用することが可能な一般モード、又は予め定められた所定の操作のみ可能で
、通常の発着信動作を制限する制限モードに設定するようにできる。
【００１６】
　また、上記の目的を達成するため、第２の発明の携帯通信端末は、第１の判定手段によ
り登録されていないＩＣカードであると判定されたときには、携帯通信端末管理者へ失敗
通知を発信する第１の発信手段と、失敗通知を受信した携帯通信端末管理者が遠隔操作に
より予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信動作を制限する制限モードに設
定する第１の遠隔操作手段とを、第１の設定手段に替えて設けると共に、第１の判定手段
により登録されているＩＣカードであると判定され、かつ、第２の判定手段により個別管
理情報が登録されていないと判定されたときには、成功通知を受信した携帯通信端末管理
者が遠隔操作により一般モードに設定する第２の遠隔操作手段を、第２の設定手段に替え
て設け、第１の判定手段により登録されているＩＣカードであると判定され、かつ、第２
の判定手段により個別管理情報が登録されていると判定されたときには、成功通知を受信
した携帯通信端末管理者が遠隔操作によりユーザ別モードに設定する第３の遠隔操作手段
を、第３の設定手段に替えて設けたことを特徴とする。この発明では、携帯通信端末管理
者の遠隔操作により制限モード、一般モード又はユーザ別モードに設定することができる
。
【００１７】
　また、上記の目的を達成するため、第３の発明の携帯通信端末は、着脱自在なＩＣカー
ドが装着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づき、環境設定を行って
発着信動作が可能とされる携帯通信端末であって、ＩＣカードに記録された固有情報に対
応付けて認証用情報及び通信に関連する個別管理情報を記憶する記憶手段と、装着された
ＩＣカードが、記憶手段に固有情報が予め登録されているＩＣカードであるかどうか判定
する第１の判定手段と、第１の判定手段により登録されていないＩＣカードであると判定
されたときには、予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着信動作を制限する制
限モードとする制限モード設定手段と、制限モードにおいて装着されたＩＣカードの登録
認証を行い、認証が成功したときは、装着されたＩＣカードの固有情報を記憶手段に記憶
する第１の認証手段と、第１の認証手段により認証が失敗したときに、携帯通信端末管理
者へ失敗通知を発信する失敗通知手段と、第１の判定手段により登録されているＩＣカー
ドであると判定されたとき、又は第１の認証手段により認証が成功したときは、携帯通信
端末管理者へ成功通知を発信する成功通知手段と、第１の判定手段により登録されている
ＩＣカードであると判定されたとき、又は第１の認証手段により認証が成功したときは、
記憶手段に記憶されている個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由
に使用することが可能な一般モードに設定する一般モード設定手段とを有する構成とした
ものである。
【００１８】
　この発明では、ＩＣカードを入れ替えた時に、その携帯通信端末の管理者に対して失敗
通知又は成功通知を行うようにしたため、携帯通信端末の現在の使用者をＩＣカードの固
有情報に基づき携帯通信端末の管理者に把握させることができる。また、この発明では、
装着されたＩＣカードが記憶手段に登録されているＩＣカードであると判定されたとき、
又は制限モードにおいて装着されたＩＣカードの登録認証が成功したときは、個別管理情
報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由に使用することが可能な一般モードに
設定することができる。
【００１９】
　また、上記の目的を達成するため、第４の発明の携帯通信端末は、第３の発明の第１の
判定手段により登録されているＩＣカードであると判定されたとき、又は第１の認証手段
により認証が成功したときは、記憶手段に、認証が成功したＩＣカードに記録された固有
情報に対応付けて個別管理情報が記憶されているか否か判定し、個別管理情報が記憶され
ていないと判定されたときには、一般モード設定手段により一般モードに設定させる第２
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の判定手段と、第２の判定手段により、装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けて個
別管理情報が記憶手段に記憶されていると判定されたときには、個別管理情報に応じた機
能の動作を可能とするユーザ別モードに設定するユーザ別モード設定手段とを更に有する
ことを特徴とする。
【００２０】
　この発明では、装着されたＩＣカードが記憶手段に登録されているＩＣカードであると
判定されたとき、又は制限モードにおいて装着されたＩＣカードの登録認証が成功したと
きは、装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けて個別管理情報が記憶手段に記憶され
ていると判定されたときに限り、個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユーザ別
モードに設定することができる。
【００２１】
　また、上記の目的を達成するため、第５の発明の携帯通信端末は、第４の発明の一般モ
ード設定手段により設定された一般モードにおいて、装着されたＩＣカードの固有情報に
対応付けた個別管理情報が記憶手段に記憶されているか否かの認証を行い、認証が成功し
たときはユーザ別モード設定手段によりユーザ別モードに設定させる第２の認証手段を更
に有することを特徴とする。この発明では、一般モードで動作していても、認証が成功し
たときには、ユーザ別モードに設定を切り替えることができる。
【００２２】
　また、上記の目的を達成するため、第６の発明の携帯通信端末の情報管理方法は、着脱
自在なＩＣカードが装着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づき、環
境設定を行って発着信動作が可能とされると共に、固有情報に対応付けて認証用情報及び
通信に関連する個別管理情報が記憶手段に予め記憶されている携帯通信端末の情報管理方
法であって、装着されたＩＣカードの固有情報が、記憶手段に予め登録されているかどう
か判定する第１のステップと、第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が
登録されていないと判定されたときには、予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の
発着信動作を制限する制限モードに設定すると共に、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発
信する第２のステップと、第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録
されていると判定されたときには、携帯通信端末管理者へ成功通知を発信する第３のステ
ップと、第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定
されたときには、そのＩＣカードの固有情報に対応付けて個別管理情報が、記憶手段に登
録されているかどうか判定する第４のステップと、第４のステップにより装着されたＩＣ
カードの個別管理情報が登録されていないと判定されたときには、記憶手段に記憶されて
いる個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由に使用することが可能
な一般モードに設定する第５のステップと、第４のステップにより装着されたＩＣカード
の個別管理情報が登録されていると判定されたときには、個別管理情報に応じた機能の動
作を可能とするユーザ別モードに設定する第６のステップとを含むことを特徴とする。
【００２３】
　この発明では、ＩＣカードを入れ替えた時に、その携帯通信端末の管理者に対して失敗
通知又は成功通知を行うようにしたため、携帯通信端末の現在の使用者をＩＣカードの固
有情報に基づき携帯通信端末の管理者に把握させることができる。また、この発明では、
装着されたＩＣカードが、携帯通信端末内の記憶手段に、その固有情報に対応付けて個別
管理情報が記録されている場合に限り、個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユ
ーザ別モードに設定し、それ以外は個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機
能を自由に使用することが可能な一般モード、又は予め定められた所定の操作のみ可能で
、通常の発着信動作を制限する制限モードに設定するようにできる。
【００２４】
　また、上記の目的を達成するため、第７の発明の携帯通信端末の情報管理方法は、第１
のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていないと判定されたとき
には、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発信する第７のステップと、失敗通知を受信した
携帯通信端末管理者が遠隔操作により予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発着
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信動作を制限する制限モードに設定する第８のステップとを、第６の発明の第２のステッ
プに替えて設けると共に、第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録
されていると判定され、かつ、第４のステップにより個別管理情報が登録されていないと
判定されたときには、成功通知を受信した携帯通信端末管理者が遠隔操作により一般モー
ドに設定する第９のステップを、第６の発明の第５のステップに替えて設け、第１のステ
ップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定され、かつ、第４の
ステップにより個別管理情報が登録されていると判定されたときには、成功通知を受信し
た携帯通信端末管理者が遠隔操作によりユーザ別モードに設定する第１０のステップを、
第６のステップに替えて設けたことを特徴とする。この発明では、携帯通信端末管理者の
遠隔操作により制限モード、一般モード又はユーザ別モードに設定することができる。
【００２５】
　また、上記の目的を達成するため、第８の発明の携帯通信端末の情報管理方法は着脱自
在なＩＣカードが装着されたとき、そのＩＣカードに記録された固有情報に基づき、環境
設定を行って発着信動作が可能とされると共に、固有情報に対応付けて認証用情報及び通
信に関連する個別管理情報が記憶手段に予め記憶されている携帯通信端末の情報管理方法
であって、装着されたＩＣカードの固有情報が、記憶手段に予め登録されているかどうか
判定する第１のステップと、第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登
録されていないと判定されたときには、予め定められた所定の操作のみ可能で、通常の発
着信動作を制限する制限モードに設定する第２のステップと、制限モードにおいて装着さ
れたＩＣカードの登録認証を行い、認証が成功したときは、装着されたＩＣカードの固有
情報を記憶手段に記憶する第３のステップと、第３のステップにより認証が失敗したとき
に、携帯通信端末管理者へ失敗通知を発信する第４のステップと、第１のステップにより
装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定されたとき、又は第３のステッ
プにより認証が成功したときは、携帯通信端末管理者へ成功通知を発信する第５のステッ
プと、第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定さ
れたとき、又は第３のステップにより認証が成功したときは、記憶手段に記憶されている
個別管理情報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由に使用することが可能な一
般モードに設定する第６のステップとを含むことを特徴とする。
【００２６】
　この発明では、ＩＣカードを入れ替えた時に、その携帯通信端末の管理者に対して失敗
通知又は成功通知を行うようにしたため、携帯通信端末の現在の使用者をＩＣカードの固
有情報に基づき携帯通信端末の管理者に把握させることができる。また、この発明では、
装着されたＩＣカードが記憶手段に登録されているＩＣカードであると判定されたとき、
又は制限モードにおいて装着されたＩＣカードの登録認証が成功したときは、個別管理情
報の閲覧・操作機能を除く他のすべての機能を自由に使用することが可能な一般モードに
設定することができる。
【００２７】
　また、上記の目的を達成するため、第９の発明の携帯通信端末の情報管理方法は、第８
の発明の第１のステップにより装着されたＩＣカードの固有情報が登録されていると判定
されたとき、又は第３のステップにより認証が成功したときは、記憶手段に、認証が成功
したＩＣカードに記録された固有情報に対応付けて個別管理情報が記憶されているか否か
判定し、個別管理情報が記憶されていないと判定されたときには、第６のステップにより
一般モードに設定させる第７のステップと、第７のステップにより、装着されたＩＣカー
ドの固有情報に対応付けて個別管理情報が記憶手段に記憶されていると判定されたときに
は、個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユーザ別モードに設定する第８のステ
ップとを更に含むことを特徴とする。
【００２８】
　この発明では、装着されたＩＣカードが記憶手段に登録されているＩＣカードであると
判定されたとき、又は制限モードにおいて装着されたＩＣカードの登録認証が成功したと
きは、装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けて個別管理情報が記憶手段に記憶され
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ていると判定されたときに限り、個別管理情報に応じた機能の動作を可能とするユーザ別
モードに設定することができる。
【００２９】
　更に、上記の目的を達成するため、第１０の発明の携帯通信端末の情報管理方法は、一
般モードにおいて、装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けた個別管理情報が記憶手
段に記憶されているか否かの認証を行い、認証が成功したときは第８のステップによりユ
ーザ別モードに設定させる第９のステップを第９の発明に更に含むことを特徴とする。こ
の発明では、一般モードで動作していても、認証が成功したときには、ユーザ別モードに
設定を切り替えることができる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明によれば、ＩＣカードを入れ替えた時に、その携帯通信端末の管理者に対して失
敗通知又は成功通知を行うことにより、携帯通信端末の現在の使用者をＩＣカードの固有
情報に基づき携帯通信端末の管理者が把握・管理できるようにしたため、携帯通信端末の
管理者は現在の携帯通信端末の所在を管理できると共に、盗用等の不正使用をも把握する
ことができる。
【００３１】
　また、本発明によれば、装着されたＩＣカードが記憶手段に登録されているＩＣカード
であると判定されたとき、又は制限モードにおいて装着されたＩＣカードの登録認証が成
功したときは、装着されたＩＣカードの固有情報に対応付けて個別管理情報が記憶手段に
記憶されていると判定されたときに限り、個別管理情報に応じた機能の動作を可能とする
ユーザ別モードに設定することで、自分固有の個別管理情報は記憶手段に記憶されていて
も他のユーザが閲覧・操作できないようにしたため、ユーザが自分のＩＣカードを抜いて
他のユーザに携帯通信端末を貸与したり、他のユーザが使用した携帯通信端末を借用する
場合のいずれにおいても、携帯通信端末の記憶手段から自分又は他人の個別管理情報を消
去するなどの操作を行わなくてよく、手間が省け、使い勝手を従来よりも大幅に向上する
ことができる。
【００３２】
　また、本発明によれば、社用や身内での貸し借りなどの、複数の人が同一の携帯通信端
末を使用する場合に、個人情報の保護や各々の設定を保持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　次に、本発明の実施の形態について図面と共に説明する。図１は本発明になる携帯通信
端末の一実施の形態のブロック図を示す。図１に示す実施の形態は、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカ
ード（すなわち、ＩＣカード）がＩＣカード挿入部１０に着脱自在な携帯電話機であり、
最寄りの基地局（図示せず）から送信された信号は、送受信アンテナ１で受信されて無線
部２に供給されて復調などの処理がなされて制御部３に供給され、他方、制御部３から出
力された信号は無線部２で変調などの処理が行われて、所定の周波数帯の送信信号とされ
送受信アンテナ１を介して最寄りの基地局（図示せず）へ無線送信される。
【００３４】
　制御部３は無線部２により復調された信号を供給されたときには、それが音声信号のと
きにはサウンダ７に供給して受話音声として発音させ、また、マイク９により収音されて
音声信号に変換された送話音声信号は、無線部２へ供給して変調等の所定の信号処理を行
わせる。上記の携帯電話機の通常の通話動作については周知であるので詳しい説明は省略
する。
【００３５】
　制御部３は携帯電話機の各部を統括的に制御する制御回路であり、この制御部３によっ
てＩＣカード挿入部１０に挿入されたＩＣカードがＵＳＩＭかＳＩＭかを判別して、各部
の動作を制御すると共に、ＵＳＩＭの識別情報（ＩＭＳＩ）はメモリ４に記憶する。メモ
リ４は、メモリダイヤル及びファンクション機能を設定するための設定画面や制御部３の
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動作用プログラム等を記憶しているメモリである。操作部６は複数のキーから構成された
入力部であり、制御部３では操作部６の操作に応じてメモリ４から前述の識別情報などを
読み出し、表示部５上に表示する。
【００３６】
　表示部５は液晶などを用いた表示パネルからなっており、携帯電話機の状態、時刻等を
表示する。サウンダ７は音声を放音する部分であり、メモリ４に記憶している鳴動パター
ンの音を鳴動したり、受話音声信号を電気－音響変換して発音する。タイマ８は時計機能
を担当する。マイク９は通話の際に送話音声を収音して音響－電気変換して音声信号に変
換する。ＩＣカード挿入部１０は、使用者情報や電話番号などの識別情報を含んだＩＣカ
ード（ＳＩＭ／ＵＳＩＭ）を挿入する部分であり、挿入されたＩＣカードの記憶情報を制
御部３にて読み出し、携帯電話機が動作する。通常、ＩＣカードがＩＣカード挿入部１０
に挿入されていない状態では、携帯電話機は制限された動作しか行うことができない。
【００３７】
　次に、本実施の形態の動作について、図２のフローチャートを併せ参照して説明する。
本実施の形態は、各々自分専用のＩＣカードを有するユーザが１台の携帯電話機を共用す
る場合の管理の手間の低減に好適である。まず、本実施の形態の携帯電話機の制御部３は
電源が投入されると（ステップＳ１）、ＩＣカード挿入部１０に挿入されたＩＣカードの
識別情報がＵＳＩＭの識別情報（ＩＭＳＩ）であるか否かの判別を行う（ステップＳ２）
。
【００３８】
　制御部３は、ＩＣカード挿入部１０に挿入されたＩＣカードの識別情報が、メモリ４に
予め登録されているＵＳＩＭの識別情報（ＩＭＳＩ）と一致しないとステップＳ２で判定
した場合は、制限モード（SIM/USIM Personalisation）に入る（ステップＳ３）。このス
テップＳ３の制限モードにおいてユーザに許可される操作は、３ＧＰＰ標準動作であるＵ
ＳＩＭ登録認証、緊急呼の発信に加え、予め登録しておいた管理者番号（携帯電話管理者
の電話番号、メールアドレス等）への発信も許可する。
【００３９】
　管理者番号は、この携帯電話機の管理者（オーナー）の連絡先等であり、これを登録し
ておくことで所有者を明確に示し各種の通知が行われる通知先として使われる。その他の
電話帳等の個人情報に関わるデータに関しては、制限モードでは一切の閲覧・操作を行う
ことはできない。
【００４０】
　この制限モードにおいて、ＳＩＭ／ＵＳＩＭ（ＩＭＳＩ）登録操作を行い、ＳＩＭ／Ｕ
ＳＩＭ（ＩＭＳＩ）登録認証が成功したかどうか判定する（ステップＳ４）。ステップＳ
４の登録認証判定は、例えば携帯電話機本体のメモリ４にＵＳＩＭ登録認証用のパスワー
ドが予め記憶されており、制限モード時にユーザが認証動作を行う際にパスワードの入力
が求められ、それに応じて入力したパスワードが記憶されているパスワードと合致するか
どうか制御部３が比較照合し、合致した場合は登録認証成功、不一致の場合は登録認証失
敗と判定される。
【００４１】
　ステップＳ４でＵＳＩＭ登録認証に失敗と判定した場合、認証失敗通知が行われる（ス
テップＳ６）。この認証失敗通知は前述の管理者番号に対して、電子メール等で通知され
る。その内容は携帯電話機に挿入されているＵＳＩＭのＩＭＳＩ情報を含んでおり、失敗
を通知するものである。これにより、携帯電話機の管理者は、現在の携帯電話機の所在を
管理することができる。認証失敗通知後は再びステップＳ３の制限モードに戻る。制限モ
ードに戻ると、再びＳＩＭ／ＵＳＩＭ（ＩＭＳＩ）登録認証操作が可能となる。最初のパ
スワード入力に失敗する可能性があるので、再度認証のチャンスを与えるためである。入
力パスワードが携帯電話機に保存されているパスワードに一致しない限り、ユーザは制限
モードでのみしか使用できない。
【００４２】
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　ステップＳ４での登録認証に成功したときには、挿入されたＩＣカードのＩＭＳＩをメ
モリ４に記録し、認証成功通知を発行する（ステップＳ５）。従って、以後再びこのＩＣ
カードを所有するユーザがこの携帯電話機を使用する場合は、ステップＳ２では、登録さ
れているＵＳＩＭとして判断される。また、ステップＳ２の判定において、ＩＣカード挿
入部１０に挿入されたＩＣカードの識別情報ＩＭＳＩが、メモリ４に予め登録されている
ＳＩＭ／ＵＳＩＭの識別情報であることが確認された場合は、制御部３は認証成功通知を
発行する（ステップＳ５）。この認証成功通知は、前述の管理者番号に対して、電子メー
ル等で通知される。その内容は携帯電話機に挿入されているＵＳＩＭのＩＭＳＩ情報を含
んでおり、これにより、携帯電話機の管理者は、現在の携帯電話機の使用者を把握・管理
することができる。
【００４３】
　認証成功通知がされると、制御部３は続いて、メモリ４に個人情報が登録済みであるか
判定する（ステップＳ７）。この個人情報は、挿入されたＩＣカードによって個別に管理
する、メモリ４にのみＩＭＳＩに対応付けて記憶された個別管理情報（電話帳、メール、
発着信履歴等）のことであり、換言すると、ステップＳ７では後述するユーザ別モードを
使用する権限が与えられているＩＣカードが挿入されているのか否かを判定することと同
じである。
【００４４】
　個人情報が登録済みでないときには一般モードに移行し（ステップＳ８）、登録済みで
あるときには、個人情報を判定する（ステップＳ１０）。ステップＳ８の一般モードにお
いては、携帯電話機の全ての機能を自由に使用することができるが、後述するユーザ別モ
ードでメモリ４に登録された電話帳等の個人情報に関わるデータの閲覧・操作を行うこと
はできない。
【００４５】
　ステップＳ８で一般モードに移行すると、制御部３は個人情報登録操作の認証を行う（
ステップＳ９）。この個人情報登録操作の認証は、ユーザに対して個人情報登録操作のパ
スワード入力を促し、これによりユーザが入力したパスワードを、予めメモリ４に記憶さ
れている個人情報登録操作認証用パスワードと一致するか比較照合することで行われる。
なお、この個人情報登録操作認証用パスワードは、前記ステップＳ４におけるＵＳＩＭ登
録認証用パスワードとは異なるパスワードが用意されている。
【００４６】
　入力パスワードが上記の個人情報登録操作認証用パスワードと合致せず、個人情報登録
認証に失敗すると、一般モードで引き続き動作するが、入力パスワードが上記の個人情報
登録操作認証用パスワードと合致し、個人登録認証に成功すると、個人情報登録済みか否
か再度判定する（ステップＳ７）。ステップＳ９で個人情報登録認証が成功したと判定さ
れた場合は、挿入されたＩＣカードが、個別に管理する情報（個人情報）を持つＩＣカー
ドであるものに変更されたので、ステップＳ７では、個人情報登録済みと判定される。
【００４７】
　制御部３は、ステップＳ７で個人情報登録済みと判定されたときには、個人情報を判定
して（ステップＳ１０）、ユーザ別モードに移行する。ステップＳ１０での個人情報の判
定とは、メモリ４に登録されているユーザ別のＩＭＳＩ情報を判定することであり、ＩＭ
ＳＩ情報を判定することにより、各ＩＭＳＩ情報毎のユーザ別モードが可能となる。
【００４８】
　このユーザ別モードの動作は、見た目上一般モードと変わりなく、全ての操作を可能と
する。一般モードとの違いは、何かしらの要因によって携帯電話機のメモリ４に個人情報
に関わるデータが生成される場合、そのユーザのみが閲覧・操作可能なデータ（ＩＭＳＩ
と関連付けられたデータ）として生成されることにある。また、ユーザ別モードでは、例
えば電話帳に登録する際に、他人に見られたくないユーザ専用の電話番号か、他人に見ら
れても差し支えない電話番号かを区別して登録できる手段を有する。一般モードでは、ユ
ーザ専用の電話番号登録はできない。
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【００４９】
　また、このユーザ別モードでは、携帯電話の各種環境設定もユーザ別のものとして記録
される。このユーザ別モードは、細かく分ければユーザＡモードＳ１１、ユーザＢモード
Ｓ１２、ユーザＣモードＳ１３などと分類され、これらのうち、任意の一のユーザ別モー
ドにおいては、他の全てのユーザ別モードでユーザが登録した個人情報関連データの閲覧
・操作は不可能であり、自分のユーザ別モードで登録した個人情報関連データの閲覧・操
作のみ可能である。ただし、データを生成する時、またはそのデータを明示的に一般モー
ドで閲覧・操作可能に変更することは可能である。
【００５０】
　これにより、本実施の形態によれば、例えば以下のような使い方が可能となる。いま、
ユーザＡがＡ社、Ｂ社、Ｃ社の各電話番号を電話帳に登録して使用した携帯電話機を、ユ
ーザＢに渡すと、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社の各電話番号が電話帳に表示されるが、ユーザＢはＣ
社、Ｄ社、Ｅ社の電話番号を使用したい場合、Ａ社とＢ社の電話番号は不要であり、また
、Ｄ社の電話番号は個人用扱いとしたい場合は、Ｄ社の電話番号をユーザＢ専用電話番号
として、ユーザＢモードにおいてユーザＢの持つＩＣカードのＩＳＭＩに対応させてメモ
リ４に登録する。
【００５１】
　そして、ユーザＢが自分のＩＣカードを携帯電話機から抜いて、再びユーザＡに渡すと
きに、ユーザＢが「Ａ社とＢ社の電話番号は不要であるので個人扱いに」と注文する。ユ
ーザＡが自分が持つＩＣカードを携帯電話機に挿入（装着）して表示部５に電話帳を表示
させると、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｅ社の電話番号が見えるので、ユーザＡはユーザＢの先の
注文を受けて、ユーザＡモードにてＡ社とＢ社の電話番号を自分専用の電話番号として登
録すると、ユーザＡの持つＩＣカードのＩＳＭＩに対応させてメモリ４にＡ社とＢ社の電
話番号が登録される。
【００５２】
　これにより、その後、ユーザＡが自分のＩＣカードを携帯電話機から抜いて、再びユー
ザＢに渡した場合、ユーザＢが自分が持つＩＣカードを携帯電話機に挿入（装着）して表
示部５に電話帳を表示させると、ユーザＢモードではＣ社、Ｄ社及びＥ社の各電話番号だ
けが表示されることになる。携帯電話機のメモリ４には、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社、Ｅ社
の各電話番号が登録されているが、そのうち、Ａ社とＢ社の各電話番号はユーザＡのＩＳ
ＭＩに対応させて登録され、ユーザＡモードでのみ表示されるようにされており、Ｄ社の
電話番号はユーザＢのＩＳＭＩに対応させて登録され、ユーザＢモードでのみ表示される
ようにされている。
【００５３】
　従来は、携帯電話機に電話帳登録されている全ての電話番号を表示するために、上記の
場合は、ユーザに関係なくＡ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社、Ｅ社の各電話番号が全て表示されて
しまうので、ユーザＢは事実上、Ｄ社の電話番号を電話帳登録できないし、各ユーザは自
分が使うことがない電話番号を含んだ電話帳を使用しなくてはならず、使い勝手が悪いも
のとなる。
【００５４】
　これに対し、本実施の形態によれば、上記の場合、制限モードでは表示部には電話帳登
録された電話番号は何も表示されず、一般モードでは、Ｃ社とＥ社の各電話番号とが表示
され、一般閲覧可能なＦ社の電話番号を電話帳に登録することも可能である。一方、ユー
ザ別モードでは、例えばユーザＡのＩＣカードを装着すると、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｅ社の
各電話番号が表示され、ユーザＡが使用する電話番号だけを表示でき、使い勝手を向上で
きる。また、ユーザ別モードでは、一般閲覧可能な電話番号も電話帳に保存することが可
能である。更に、携帯電話機の設定（例えば、着信音、待ち受け等）もユーザ別に登録す
ることが可能である。
【００５５】
　このように、本実施の形態によれば、自分以外のユーザに見せたくないデータをいちい
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ち削除することや、携帯電話機の環境設定のやり直しといった、ＳＩＭ／ＵＳＩＭを抜い
た携帯電話機を他人に貸与する場合の手間、再度借用した場合の手間を不要にできるため
、利便性を大幅に向上することができる。
【００５６】
　なお、本発明は以上の実施の形態に限定されるものではなく、その他種々の変形例を包
含するものである。例えば、ステップＳ５、Ｓ６での通知は自動的に行うのが通常である
が、手動でも差し支えない。また、携帯電話機の管理者（実質所有者）が、ＳＩＭ／ＵＳ
ＩＭカードによる機能制限（通話エリア、通話時間等）を設定したり、あるいは予め複数
設定された機能制限を切り替え可能にしてもよい。また、この設定等は、ＳＩＭ／ＵＳＩ
Ｍカードの入れ替えの連絡を受けた直後に携帯電話機の管理者（実質所有者）の遠隔操作
で可能にしてもよい。
【００５７】
　また、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカードによっては、定期的にその携帯通信端末の状態（ＳＩＭ
／ＵＳＩＭカードを交換してからの累積通信料金等）を、所定の連絡先（当該携帯通信端
末の名義人、実質所有者等）に通知するようにしてもよい。更に、ＳＩＭ／ＵＳＩＭカー
ド入れ替え時のカスタマイズは、切り替え時以外に、現在のデータを消去してインターネ
ットに接続し、所定のサーバ装置の所定の記憶エリアから、データを自動ダウンロードす
るものでもよい。
【００５８】
　更に、本発明で使用するＩＣカードは、カードに各々のＩＤが存在しているものであれ
ば何でも使用可能であり、例えば、ＳＤカードにＩＤを記録したファイルを格納しておき
、そのファイルのＩＤを実施の形態のＩＭＳＩとして使用することができる。また、ＵＳ
ＭＩカードを使用しない２Ｇ携帯通信端末（ＰＤＣ）等に、同じようなカード挿入部を設
けて、上記のような個別のＩＤを持つカードを使って、上記の実施の形態と同様の動作を
行わせることも可能である。また、本発明は、上記の実施の形態をコンピュータにより実
行させるコンピュータプログラムも含むものである。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の一実施の形態の構成図である。
【図２】図１の動作説明用フローチャートである。
【符号の説明】
【００６０】
　２　無線部
　３　制御部
　４　メモリ
　５　表示部
　６　操作部
　７　サウンダ
　８　タイマ
　９　マイク
　１０　ＩＣカード挿入部
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